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り、右端の座席にいた筆者は、車内の窓枠に寝そべっていた。窓の下は 暗 てよ見えないが、沼 ようなもの 広がっていた。徐々に意識がはっきりしてくると、今
や天井になっている車体左側の窓の外から、車掌と覚しき人が手を差し伸べて、助け出してくれた。
車外に出てみると、バスが路肩の大木に
めり込むかたちで止まっていることがわかった。 道路は、 ミャンマーの地方道路によくある、路肩の土を掘って盛り上げた ころを道路にし、掘っ 溝は用水路に使うという場所であった。バス 右側の路肩に滑り落ち、九〇度以上横転しながら大木食い込み、かろうじて用水路に転落するを免れていた。 バスの前面は大破し 運転席があったあたりは、跡形もなくなっていた。
ボーッとする頭で、困ったことになった





現場を立ち去りだすのに気づいた。てっきり警察の現場検証や事故後の補償などを想定しながら待っていた筆者は、面食らった。補償どころか、自腹で後続 に価格交渉して乗ってゆく人が多 。そ そも救急体制や警察がまったく当てにならないから、現場で待っ いても仕方ないと うことか。事故に遭ったことが、 「ついてなかっ 」の一言で済まされ しまう雰囲気が驚きだった。結局、筆者も後続のバス 一台ヤンゴンまで送ってもらった。バス ルームライトに照らすと 自分の服 血だ けになっている がわか た。
後日、事故についてミャンマーの人達に
話すと、 「よくあること」らしく、 「あなたはついていなかった」と評された。ま 、別の人には、 「仏のご加護で、大けがにならず済んだのよ」とも言われ、妙に納得もした。事故以降、以前にも増して熱心にパゴダ（仏塔）にお参りするようになった。
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